
は
じ
め
に

　

本
稿
の
ね
ら
い
は
、
巷
間
馴
致
の
二
項
す
な
わ
ち
、
項
「
稻
妻
」
の
唯
名
的
定
義
生
成
と
、
項
「
畏
敬
の
念
」
生
成
と
に
聯
関
す
る

脳
の
生
理
過
程
上
の
「
確
信
（assurance
）」
と
「
確
認
（conviction

）」
と
の
思
惟
内
的
聯
関
相
を
根
柢
的
に
索も
と
めめ
て
、
畏
敬
の
念

生
成
の
宗
教
的
解
明
・
科
学
的
解
明
を
試
み
る
覚
書
作
成
が
核
心
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
七
年
学
習
指
導
要
領
一
部
改
正
（
全
面
改
正
二
十
九
年
）
の
「
特
別
の
教
科　

道
徳（
１
）」
の
内
容
項
目
が
、
周
知
の
如
く
、

視
点
ご
と
に
系
統
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
生
涯
学
習
の
発
達
課
題
に
沿
う
よ
う
に
し
て
項
目
が
学
年
進
行
に
と
も
な
い
系
統
的
発

展
を
し
て
い
く
相
が
直
読
直
解
可
能
に
な
っ
た
設
定
項
目
の
う
ち
の
一
つ
の
［
感
動
、
畏
敬
の
念
］
の
項
に
「
人
間
の
力
を
超
え
た
も

の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
」
と
み
え
る
用
語
「
畏
敬
の
念
」
設
定
に
関
し
て
、
賛
否
の
批
判
が
喧
し
い
の
は
周
知
事
で
あ
る
。

　

そ
の
畏
敬
の
念
生
成
の
基
層
い
わ
ゆ
る
存
在
の
危
機
的
状
況
・
限
界
的
状
況
を
語
る
本
来
的
教
育
哲
学
的
用
語
で
あ
るsubject-

m
atter

（
主
体
に
と
っ
て
の
っ
ぴ
き
な
ら
ぬ
事
柄（
２
）
）
と
し
て
、
内
容
に
故
事
・
呪
文
の
「
桑
原
・
く
わ
ば
ら
」
で
知
ら
れ
る
雷
・
カ

ミ
ナ
リ
を
、
日
常
生
活
上
の
現
象
と
し
て
取
扱
い
、
ま
た
、
史
資
料
上
の
関
連
用
語
を
意
識
的
に
対
象
化
し
て
取
り
扱
う
教
育
方
法
に

稲
妻
の
唯
名
的
定
義
と
用
語「
畏
敬
の
念
」考

　
　

�

小　

山　

一　

乘
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対
し
て
、
こ
れ
を
否
定
的
に
批
判
す
る
議
論
四
例
（
論
Ａ
～
Ｄ
）
を
と
り
あ
げ
吟
味
し
、
宗
教
、
科
学
、
農
村
経
済
、
国
民
健
康
保
険

制
度
設
計
背
景
産
子
養
育
制
度
・
児
童
の
福
祉
問
題
を
、
生
活
科
が
事
と
す
る
場
面
す
な
わ
ち
、
家
庭
生
活
・
学
校
生
活
・
地
域
社
会

生
活
の
各
場
面
の
社
会
事
象
に
視
野
を
ゆ
き
わ
た
ら
せ
綜
合
的
に
考
え
る
端
緒
を
得
る
覚
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
本
稿
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
着
手
の
前
提
と
し
て
次
の
基
礎
的
な
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。

（
１
）「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
と
併
行
さ
せ
て
各
教
科
の
う
ち
、
生
活
科
（
家
庭
と
生
活
、
学
校
と
生
活
、
地
域
社
会
と
生
活
と
の
各

生
活
場
面
と
根
柢
と
の
体
験
化
）
及
び
三
つ
の
生
活
場
面
で
の
社
会
性
の
意
識
的
対
象
化
を
図
る
社
会
科
の
学
年
進
行
に
伴
う
社
会
生

活
空
間
・
時
間
・
人じ
ん

間か
ん

の
各
間
の
相
関
的
同
心
円
的
拡
大
・
系
統
的
発
展
の
相
を
明
確
に
す
る
表
を
作
成
し
、
各
教
科
と
、
先
の
「
特

別
の
教
科　

道
徳
」
と
を
横
断
的
に
俯
瞰
す
る
表
作
成
の
基
礎
作
業
を
本
稿
の
前
提
と
し
て
実
施
し
た
（
詳
細
は
紙
幅
上
割
愛
）。

（
２
）
用
語
「
畏
敬
の
念
」
に
関
し
、
小
中
間
学
年
間
横
断
的
系
統
が
み
ら
れ
、［
感
動
、
畏
敬
の
念
］
の
項
に

　

小
学
校
低
学
年
：
美
し
い
も
の
に
触
れ
、
す
が
す
が
し
い
心
を
も
つ
こ
と
。

　

小
学
校
中
学
年
：
美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
を
も
つ
こ
と
。

　

小
学
校
高
学
年
：
美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
や
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
も
つ
こ
と
。

　

中
学
校
：
美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
を
も
ち
、
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
深
め
る
こ
と

と
み
え
、「
す
が
す
が
し
い
心
を
持
つ
こ
と
」
が
や
が
て
「
気
高
い
も
の
」
に
気
づ
き
「
感
動
す
る
心
」
と
な
り
、「
人
間
の
力
を
超
え

た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
も
つ
」
へ
と
「
転
移
」
さ
せ
て
い
く
。
類
義
語
「
畏
怖
」「
カ
シ
コ
キ
」「
畏
」「
敬
」「
サ
カ
キ
」
を
含

め
古
代
及
び
現
代
の
用
例
に
み
え
る
時
代
変
容
に
関
し
、文
字
学
的
に
渉
猟
し
検
討
す
る
詳
細
な
基
礎
作
業
を
行
っ
た
。（
詳
細
は
割
愛
）

六
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一　

宗
教
的
適
応
の
根
源
的
意
味
を
索
め
る
議
論
の
俎
上
に
の
る
「
畏
敬
の
念
」
の
教
育
評
価
論
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
事
実
的
言
明
で
の
教
授
で
の
評
価
問
題
、
規
範
的
言
明
で
の
教
授
で
の
評
価
問
題
―
―

　

周
知
の
如
く
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
告
示
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
が
、
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
よ
り
全
面
実
施
さ
れ
る
。

「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
と
な
っ
た
そ
の
「
第
一　

目
標
」
の
項
で
「
第
一
章
総
則
の
第
一
の
二
の
⑵
に
示
す
道
徳
教
育
の
目
標
に
基

づ
き
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
た
め
、
道
徳
的
諸
価
値
に
つ
い
て
の
理
解
を
基
に
、
自
己
を
見
つ
め
、

物
事
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
、
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
学
習
を
通
し
て
、
道
徳
的
な
判
断
力
、
心
情
、
実
践

意
欲
と
態
度
を
育
て
る
。」
と
示
す
。

　

そ
し
て
「
Ｄ　

主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
」
の
項
の
な
か
の
「
感
動
、
畏
敬
の
念
」
の
項

に
お
い
て
、〔
第
一
学
年
及
び
第
二
学
年
：
美
し
い
も
の
に
触
れ
、
す
が
す
が
し
い
心
を
も
つ
こ
と
。〕、〔
第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
：

美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
を
も
つ
こ
と
。〕、〔
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
：
美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す

る
心
や
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
も
つ
こ
と
。〕
と
系
統
づ
け
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

議
論
の
喧
し
い
の
は
用
語
「「
畏
敬
の
念
」
の
い
わ
ゆ
る
評
価
で
あ
る
。「
畏
敬
の
念
」
を
抱
く
事
象
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
教
授
概

念
が
単
純
で
は
な
い
。「
畏
敬
の
念
」
現
象
を
、
事
実
的
言
明
で
行
え
ば
、
告
げ
る
（
学
習
を
必
要
条
件
と
し
な
い
。
頭
だ
け
の
理
解

す
ら
必
要
と
し
な
い
）
か
、
教
え
る
（
学
習
を
必
要
条
件
と
す
る
。
頭
だ
け
の
理
解
で
可
）
か
。
し
か
し
、
規
範
的
言
明
で
行
え
ば
、

告
げ
る
は
問
題
外
で
あ
る
が
、教
え
る
の
場
合
、通
常
は
「
行
動
規
範
の
権
威
の
知
的
承
認
と
行
動
パ
タ
ー
ン
の
獲
得
が
要
求
さ
れ
る
。」

の
で
あ
り
、
学
習
の
結
果
は
、
い
わ
ば
知
的
面
と
行
動
的
面
と
が
統
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
是
と
し
、
評
価
者
は
、
学
習
者
の
行
動
の

外
面
4

4

を
観4

て
、
さ
ら
に
知
的
理
解
の
内
面
4

4

を
推
察
4

4

し
て
、
つ
ま
り
本
来
の
字
義
ど
お
り
の
観
察
4

4

を
し
て
、
学
習
習
得
状
況
を
解
釈
・
評

六
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価
す
る
。
そ
の
際
厄
介
な
こ
と
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
行
動
面
で
は
学
習
が
成
立
し
て
い
る
と
い
う
証
拠
が
観
ら
れ
な
い
が
、
知
的
面

で
は
理
解
し
て
い
る
と
察
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
つ
ま
り
、
通
俗
的
に
い
え
ば
、
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
、
評

価
を
可
と
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
。
要
す
る
に
、
わ
か
っ
て
は
い
る
が
、
態
度
に
は
現
わ
せ
て
い
な
い
、
と
い
う
場
合
が
あ
る
。
こ
れ

を
是
と
し
可
と
し
て
し
ま
え
ば
、
こ
の
教
え
は
、
規
範
的
言
明
で
の
教
育
で
は
な
く
、
も
は
や
い
わ
ゆ
る
事
実
的
言
明
で
行
っ
た
場
合

の
教
育
と
同
じ
事
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
道
徳
教
育
に
お
け
る
規
範
的
言
明
に
よ
る
教
育
の
こ
と
ば
の
評
価
上
の
根
本
問
題
が
あ
る
。

　

加
え
て
事
象
「
畏
敬
」「
畏
敬
の
念
」
現
象
は
、
事
実
的
現
象
と
し
て
観
察
さ
れ
る
こ
と
は
、
事
実
的
言
明
で
、
教
え
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
っ
て
も
、
規
範
的
に
、
知
的
承
認
と
規
範
的
行
動
パ
タ
ー
ン
と
を
習
得
す
る
よ
う
に
、
つ
ま
り
、
畏
敬
の
念
を
抱
く
よ
う
に
教

え
る
こ
と
が
可
能
か
否
か
は
、不
可
能
で
は
な
い
が
、評
価
の
俎
上
に
の
せ
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。
し
か
し
「
何
（w

hat

）」
と
問
い
、

そ
し
て
、
そ
れ
が
何
だ
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
と
も
あ
れ
「
な
に
か
が
そ
こ
に
あ
るsom

ething there

」
と
い
う
事
態
は
確
か
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
正
体
・
得
体
の
解
明
・
定
義
を
試
み
る
が
、
解
明
・
定
義
し
き
れ
な
い
と
い
う
ま
さ
に
言
語
道
断
の
事
態
を
甘
受
し

つ
つ
も
、そ
れ
で
も
そ
の
事
態
を
言
語
表
現
せ
ず
に
は
お
さ
ま
ら
な
い
人
間
の
、言
語
と
い
う
道
具
を
持
っ
た
人
間
の
性さ
が

に
よ
っ
て
「
何

事
（w

hatness

）」
と
言
語
表
現
し
て
当
面
の
決
着
を
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
限
界
的
事
態
の
基
層
そ
れ
へ
の
解
明
に
至
ろ
う
と
す

る（
３
）。
当
事
態
を
客
観
的
に
捕
捉
す
る
こ
と
を
実
現
す
る
の
は
事
実
的
言
明
で
の
教
授
で
可
能
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
石
津
照
璽
が
『
宗
教
哲
学
の
場
面
と
根
底
』「
序
」
で
示
し
て
い
る
「
第
一
章　

宗
教
哲
学
の
問
題
と
方
向
」
の
項
で
、「
一

　

宗
教
研
究
上
の
前
提
と
そ
の
性
格
」、「
二　

と
く
に
宗
教
研
究
に
お
け
る
科
学
と
哲
学
と
の
連
関
」、「
三　

宗
教
哲
学
の
問
題
領
域
」、

「
四　

現
実
生
活
の
機
能
的
連
関
―
―
―
状
況
的
な
危
機
と
そ
の
根
底
」、「
第
二
章　

四　

呪
術
の
領
域
と
宗
教
の
領
域
の
本
質
に
関

す
る
究
明
―
―
―
宗
教
哲
学
の
領
域
に
託
せ
ら
れ
る
も
の
」
と
俯
瞰
し
て
い
く
。
そ
し
て
「
第
三
章　

人
間
存
在
の
構
造
に
お
け
る
宗

教
の
根
拠
」
と
、
石
津
は
踏
み
込
ん
で
い
く
。
つ
ま
り
宗
教
哲
学
や
教
育
哲
学
が
事
と
す
る
交
叉
点
（trivial

）、
だ
れ
に
も
自
明
な
、

六
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T
rivium

（
文
法
：gram

m
ar

、
修
辞
学
：rhetoric

、
弁
証
法
・
論
理
学
：logic

））
と
い
う
三
科
は
、
親
か
ら
教
え
ら
れ
な
く
と
も

生
得
的
に
獲
得
し
て
い
て
、
例
え
ば
、
原
初
的
な
三
段
論
法
（
弁
証
法
）
は
い
つ
し
か
使
用
し
出
す
と
言
わ
れ
る
根
源
的
な
脳
の
生
理

過
程
の
所
産
で
あ
る
。
探
索
の
生
理
過
程
の
根
源
の
三
科
の
基
層
か
ら
生
成
さ
れ
る
畏
敬
認
識
生
成
論
の
テ
ー
マ
と
な
る（
４
）。

二　

史
資
料
に
み
え
る
「
雷
」
及
び
「
稲
妻
」

　

１　
『
古
事
記
』
で
語
ら
れ
る
伊
邪
那
美
命
の
屍
体
か
ら
生
じ
た
八
　
や
く
さ
の
い
か
づ
ち
が
み

の
雷
神

　
　
　

―
―
八
つ
の
雷
と
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
の
カ
ミ
ナ
リ
で
な
く
威
力
あ
る
恐
ろ
し
い
魔
物
・
鬼
形
の
も
の
を
指
す
―
―

　

こ
こ
の
用
語
「
雷
」
は
い
わ
ゆ
る
カ
ミ
ナ
リ
の
意
味
で
は
な
い
。
本
文
を
観
て
い
く
。「
死
者
の
行
く
穢
ら
わ
し
い
暗
黒
の
世
界
」

す
な
わ
ち
黄
泉
の
国
に
旅
立
っ
た
妻
の
伊
邪
那
美
命
を
追
っ
て
き
た
夫
の
伊
邪
那
岐
命
が
、
伊
邪
那
美
命
に
向
か
っ
て
「
還
る
べ
し
」

と
促
す
が
、
妻
は
「
吾
は
黄
泉
戸
喫
し
つ
」
と
い
い
、
黄
泉
の
国
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
固
辞
す
る
が
、「
入
り
来
ま

せ
る
事
恐
し
」
と
い
っ
て
「
し
ま
ら
く
黄
泉
神
と
相
論
は
む
。
我
を
な
視
た
ま
ひ
そ
」
と
い
っ
て
自
分
の
屍
体
を
見
に
く
る
こ
と
を
禁

止
し
た
う
え
で
、
黄
泉
神
と
相
談
を
す
る
旨
を
述
べ
て
殿
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。
伊
邪
那
岐
命
は
妻
が
戻
っ
て
く
る
の
を
待
っ
た
が
待

ち
き
れ
ず
に
、「
我
を
な
視
た
ま
ひ
そ
」
と
禁
止
さ
れ
て
い
た
約
束
を
や
ぶ
っ
て
、「
櫛
の
男
柱
一
箇
取
り
か
き
て
、
一
つ
火
燭
し
て
入

り
見
ま
す
時
」
そ
こ
に
み
た
の
が
「
う
じ
た
か
れ
こ
ろ
ろ
き
て
、
頭
に
は
大
雷
居
り
、
胸
に
は
火
雷
居
り
、
腹
に
は
黒
雷
居
り
、
陰
に

は
壘
雷
居
り
、
左
の
手
に
は
若
雷
居
り
、
右
の
手
に
は
土
雷
居
り
、
左
の
足
に
は
鳴
雷
居
り
、
右
の
足
に
は
伏
雷
居
り
、
忸
せ
て
八
の

雷
神
成
り
居
り
き
」
と
み
え
、
そ
こ
に
は
用
語
「
雷
」
が
み
え
て
い
る（
５
）。

　

た
と
え
ば
「
壘
さ
く
い
か
づ
ち
雷
」
と
は
、「
物
を
裂
く
威
力
の
あ
る
雷（
６
）」
と
の
注
が
み
え
て
お
り
、
こ
こ
に
み
え
る
八
つ
の
「
雷
」
は
い
わ
ゆ
る

カ
ミ
ナ
リ
の
意
味
で
は
な
く
、「
厳
」（
い
か
、
勢
い
の
盛
ん
な
さ
ま
）
＋
「
つ
」（
の
）
＋
「
ち
」（
神
霊
）
の
字
義
か
ら
の
解
釈
で
、

六
七



威
力
あ
る
恐
ろ
し
い
魔
物
、
鬼
形
の
も
の
を
示
す
と
推
察
さ
れ
、
用
語
「
雷
」
の
字
義
の
一
側
面
で
あ
る
。

　

２　
『
古
今
和
歌
集（
７
）』
に
み
え
る
用
語
「
稲
妻
」

　
　

秋
の
田
の　

穂
の
上
を
て
ら
す　

稲
妻
の

　
　
　
　
　

ひ
か
り
の
ま
に
も　

我
や
忘
る
　ゝ

―
―
詠
み
人
し
ら
ず
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
一
―
〇
五
四
八　

恋
歌
―
―

　
（
通
釈
：
秋
の
田
の
穂
の
上
を
照
ら
す
稲
妻
の
一
瞬
の
光
の
間
ほ
ど
で
も
、
あ
な
た
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
こ
と
か
〔
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
〕）

　

こ
こ
で
の
「
稲
妻
」
は
雷
・
カ
ミ
ナ
リ
の
こ
と
で
あ
る
。
稲
の
実
る
今
頃
に
は
付
き
も
の
と
い
う
意
味
で
「
稲
の
夫
《
つ
ま
》」、
す

な
わ
ち
稲
と
雷
は
夫
婦
の
よ
う
に
一
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
表
現
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

三　

劉
琳
「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」
日
本
書
紀
古
訓
形
容
詞
「
カ
シ
コ
シ
、
サ
カ
シ
」
に
関
す
る
調
査（
８
）」
考

　
「
畏
敬
」
の
「
畏
」
の
古
訓
形
容
詞
の
用
例
に
関
し
通
観
す
る
。
唐
風
文
化
時
期
ま
で
と
、
菅
原
道
真
の
遣
唐
使
廃
止
建
議
を
契
機

に
始
動
し
た
国
風
文
化
時
期
と
を
中
心
に
、
変
移
に
注
目
し
、
史
的
観
点
か
ら
、
古
訓
形
容
詞
に
関
し
て
通
観
し
て
お
き
た
い
。

　

１　

劉
琳
氏
に
よ
る
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
カ
シ
コ
シ
」
考
察
・
コ
メ
ン
ト

　

劉
琳
氏
は
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
形
容
詞
「
カ
シ
コ
シ
」「
サ
カ
シ
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

　

形
容
詞
「
カ
シ
コ
シ
」
は
「
畏
、
懼
」
に
、「
サ
カ
シ
」
が
「
賢
、
哲
」
な
ど
の
漢
字
に
附
さ
れ
た
和
訓
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

漢
字
の
字
義
を
考
え
る
と
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
カ
シ
コ
シ
」
は
主
に
「
畏
怖
、
畏
敬
」
の
意
味
、「
サ
カ
シ
」
は
「
賢
明
」

と
い
う
意
味
を
表
す
と
推
測
さ
れ
る
。
日
本
書
紀
古
訓
の
「
カ
シ
コ
シ
」
は
「
畏
怖
の
意
味
以
外
に
、「
才
智
の
あ
る
」
と
い
う
意
味

も
表
し
、「
サ
カ
シ
」
と
は
意
味
的
に
共
通
な
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
古
代
に
お
い
て
「
カ
シ
コ
シ
」
は
主
に
「
畏
怖
、
畏
敬
」、「
サ
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カ
シ
」
は
「
賢
明
、
才
能
が
あ
る
」
の
意
味
と
し
て
使
わ
れ
、
二
語
は
意
味
的
に
共
通
な
面
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

２　
「
上
代
以
降
「
カ
シ
コ
シ
」
と
「
サ
カ
シ
」
は
共
通
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
」（
劉
琳
氏
）

　

劉
琳
氏
は
「
上
代
以
降
こ
の
二
語
の
意
味
用
法
が
拡
大
し
、「
カ
シ
コ
シ
」
は
「
才
知
、
能
力
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
、「
サ

カ
シ
」
と
共
通
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。「
サ
カ
シ
」
の
「「
丈
夫
で
、
無
病
だ
」
と
い
う
意
味
は
上
代
で
は
見
え
な
い
。」
と

指
摘
し
て
い
る
。

　

３　
『
万
葉
集
』、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
カ
シ
コ
シ
」
は
主
に
「
畏
怖
、
畏
敬
」
の
意
味

　

さ
ら
に
劉
琳
氏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

�　
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、「
カ
シ
コ
シ
」
は
「
才
能
あ
り
、
能
力
が
す
ぐ
れ
て
い
る
」
の
意
味
を
も
つ
「
英
才
」
な
ど
の
漢
語
に

充
て
ら
れ
た
和
訓
と
し
て
使
わ
れ
る
用
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
平
安
仮
名
文
学
の
『
源
氏
物
語
』、『
枕
草
子
』
の
用
例
を

見
る
と
、
上
記
の
意
味
以
外
に
、
独
特
の
意
味
用
法
が
見
ら
れ
る
。
平
安
仮
名
文
学
で
は
、（
中
略
）「
カ
シ
コ
シ
」
が
表
す
「
畏
敬
」

の
意
味
が
軽
く
な
っ
た
。
ま
た
、
大
切
に
す
る
、
慎
重
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

�　
（
前
略
）「
サ
カ
シ
」
の
意
味
に
は
プ
ラ
ス
評
価
と
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
両
方
あ
る
。
上
代
の
文
学
作
品
の
用
例
や
『
日
本
書
紀
』
古

訓
と
し
て
の
意
味
は
プ
ラ
ス
評
価
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
「
サ
カ
シ
」
は
、判
断
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
物
に
動
じ
な
い
こ
と
を
い
っ

た
。
自
分
自
身
の
内
に
蔵
す
る
力
、
判
断
力
に
よ
っ
て
事
を
決
め
て
、
そ
の
結
果
に
自
信
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。

　

�　
『
枕
草
子
』
の
「
さ
か
し
き
も
の
」
の
段
は
、
短
い
内
容
で
あ
る
が
、「
サ
カ
シ
」
は
四
回
使
わ
れ
、
そ
の
う
ち
の
三
例
が
「
身
分

の
卑
し
い
者
の
小
ざ
か
し
い
こ
と
」
に
つ
い
て
の
マ
イ
ナ
ス
評
価
で
あ
る
。
同
じ
意
味
用
法
は
『
源
氏
物
語
』
に
も
見
ら
れ
る
。
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劉
琳
氏
に
よ
れ
ば
、「
サ
カ
シ
」
に
は
プ
ラ
ス
評
価
と
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
の
両
義
性
が
看
取
さ
れ
る
と
い
う
。
な
ら
ば
、「
サ
カ
シ
」

と
「
カ
シ
コ
シ
」
と
は
上
代
以
降
「
共
通
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
前
提
に
立
脚
す
れ
ば
、「
サ
カ
シ
」
と
同
様
に
「
カ

シ
コ
シ
」
に
も
プ
ラ
ス
評
価
と
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
の
両
面
が
う
つ
し
と
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
生
じ
る
。「
畏
敬
の
念
」
の
用
語
「
畏
」

の
意
味
の
両
義
性
論
に
聯
関
す
る
要
所
で
も
あ
る
。

　

劉
琳
氏
は
、『
日
本
書
紀
』
の
訓
点
本
及
び
平
安
時
代
文
学
作
品
に
お
け
る
「
カ
シ
コ
シ
、
サ
カ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
、
収

集
し
た
用
例
を
用
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。「
平
安
時
代
以
降
「
カ
シ
コ
シ
、
サ
カ
シ
」
の
意
味
用
法
は
拡
大
し
、
上
代
や
現
代
よ

り
は
る
か
に
意
味
用
法
が
広
い
。」
と
分
析
し
て
い
る
。（
詳
細
な
分
析
対
象
例
文
は
割
愛
）

　

４　
「
畏
敬
の
念
」
に
係
わ
る
「
カ
シ
コ
シ
、
サ
カ
シ
」
の
義
の
時
代
的
差
異

　

八
九
四
（
寛
平
六
）
年
遣
唐
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
菅
原
道
真
（
八
四
五
～
九
〇
三
）
が
、
そ
の
遣
唐
使
制
度
の
廃
止
を
建
議
し
た
。
菅

原
道
真
は
醍
醐
天
皇
の
時
、
右
大
臣
と
な
っ
た
が
、
九
〇
一
年
（
延
喜
一
）
藤
原
時
平
の
讒
言
に
よ
り
大
宰
権
帥
に
左
遷
さ
れ
、
同
地

で
没
。
安
楽
寺
に
葬
ら
れ
た
が
後
に
、そ
の
跡
地
に
太
宰
府
神
社
（
今
の
太
宰
府
天
満
宮
）
が
創
建
さ
れ
る
。「
遣
唐
使
の
廃
止
に
よ
っ

て
唐
文
化
の
影
響
が
弱
ま
る
と
、
仮
名
文
字
・
女
流
文
学
・
大
和
絵
・
寝
殿
造
・
浄
土
教
芸
術
な
ど
と
し
て
開
花
し
た
」（『
広
辞
苑
』

第
六
版
、「
国
風
文
化
」
の
項
）。
国
風
文
化
の
発
端
は
、
遣
唐
使
廃
止
で
あ
り
、
そ
れ
を
策
定
し
た
の
は
菅
原
道
真
で
あ
る
。
留
意
す

べ
き
は
、
生
身
の
人
間
が
、
祭
神
と
し
て
神
社
に
祭
祀
さ
れ
た
嚆
矢
は
菅
原
道
真
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
は
、
釈
迦

の
生
涯
と
仏
像
で
あ
る
。
生
身
の
釈
迦
が
覚
者
と
な
り
入
寂
し
て
仏
像
が
祀
ら
れ
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
実
態
か
ら
、
菅
原
道
真
で
あ
っ

て
も
、
仏
陀
祭
祀
を
範
と
し
て
、
神
社
に
祀
る
こ
と
が
不
可
能
で
は
な
い
は
ず
だ
、
と
の
判
断
が
な
さ
れ
た
。
爾
後
、
折
に
触
れ
、
人

物
が
神
社
に
祀
ら
れ
る
習
わ
し
が
形
成
さ
れ
た
。

　

道
真
影
響
下
の
国
風
文
化
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
、
上
記
「
カ
シ
コ
シ
、
サ
カ
シ
」
が
展
開
し
、「
そ
れ
は
上
代
や
現
代
よ
り

七
〇



も
は
る
か
に
意
味
用
法
が
広
い
」
と
い
う
劉
氏
の
指
摘
は
、
史
資
料
を
通
時
的
・
共
時
的
に
み
て
い
く
際
に
は
注
意
が
要
る
こ
と
へ
の

警
鐘
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
上
代
や
現
代
は
意
味
用
法
が
狭
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ら
ば
、
狭
い
意
味
用
法
下
の
現
代
の
漢
字
・

漢
語
「
カ
シ
コ
シ
、
サ
カ
シ
」
の
意
味
用
法
で
も
っ
て
、
悠
久
の
過
去
か
ら
道
真
の
太
宰
府
所
縁
の
元
号
「
令
和
」
の
現
代
ま
で
、「
畏

敬
の
念
」
に
係
わ
る
「
カ
シ
コ
シ
、
サ
カ
シ
」
を
一
律
に
推
し
量
る
こ
と
に
は
注
意
が
要
る
厄
介
さ
が
生
じ
る
。

四　

用
語
「
畏
敬
」
に
関
す
る
定
義
（『
広
辞
苑
』・
白
川
静
『
字
通
』・『
新
英
和
中
辞
典
』（
研
究
社
））

　

１　

漢
字
・
漢
語
「
畏
」
の
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
と
の
両
義
的
意
味
の
使
用
例
確
認

　

上
記
の
「
用
語
「
畏
敬
」
に
関
す
る
辞
典
（
字
典
）
概
観
」
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、「
畏
」
字
の
用
例
に
、「
い
‐
あ
い
【
畏
愛
】
ヰ
：

う
や
ま
い
親
し
む
こ
と
。」（『
広
辞
苑
』）
が
み
え
る
。
同
じ
く
、「【
畏
愛
】
い
（
ゐ
）
あ
い　

お
そ
れ
愛
す
る
。〔
左
伝
、襄
三
十
一
年
〕

君
に
君
の
威
儀
有
る
と
き
は
、
其
の
臣
畏
れ
て
之
れ
を
愛
す
。」（
白
川
静
『
字
通
』）
が
み
え
る
。「【
畏
慕
】
い
ぼ　

敬
慕
」（
白
川
静

『
字
通
』）
と
も
み
え
る
。
こ
れ
ら
は
、「
畏
」
に
付
加
さ
れ
た
造
語
に
よ
っ
て
は
、「
畏
」
の
意
味
性
格
に
は
マ
イ
ナ
ス
評
価
で
は
な
く

プ
ラ
ス
評
価
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。「
畏
」
が
漢
字
・
漢
語
と
し
て
、
付
加
し
た
漢
字
・
漢
語
に
対
し
て
、
プ
ラ
ス
評
価
面
と
、

マ
イ
ナ
ス
評
価
面
と
の
発
生
が
あ
る
こ
と
へ
の
注
意
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。

　

２　
「
畏
敬
は
、
尊
敬
と
恐
れ
の
交
錯
し
た
感
情
」（『
新
英
和
中
辞
典
』）、Aw

e

の
項
）
は
プ
ラ
ス
評
価
と
マ
イ
ナ
ス
評
価

　
『
新
英
和
中
辞
典
』
で
の
「A

w
e

」
の
項
：
名
詞
不
可
算
名
詞　

畏お
そ

れ
、
畏い

怖ふ

、
畏
敬
は
「
尊
敬
と
恐
れ
の
交
錯
し
た
感
情
」
と
。

音
節aw

e　

発
音
記
号
・
読
み
方/ ɔː/ w

ith aw
e 

畏
れ
て
、畏
怖
し
て
。
動
詞　

他
動
詞　

１
〈
人
を
〉
畏
れ
さ
せ
る
、畏
敬
さ
せ
る
。 

be aw
ed by the m

ajesty of a m
ountain 

山
の
偉
容
に
畏
敬
の
念
を
催
す
。　

２
〔
＋
目
的
語
＋into

＋
（
代
）
名
詞
〕〈
人
を
〉

畏
怖
さ
せ
て
〔
…
に
〕
さ
せ
る
。 H

e w
as aw

ed into silence. 

彼
は
威
厳
に
打
た
れ
て
沈
黙
し
た
。
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【
語
源
】
古
期
英
語
「
恐
怖
」
の
意;

形
容
詞 aw

ful
　
【
筆
者
小
山
コ
メ
ン
ト
】「
畏
敬
は
『
尊
敬
と
恐
れ
の
交
錯
し
た
感
情
』」
と
の
定
義
が
あ
る
。
プ
ラ
ス
評
価
面
と
マ
イ
ナ
ス
評
価
面

と
を
持
ち
両
義
的
で
あ
る
。
英
語
の
辞
典
だ
が
、
英
米
比
較
思
想
・
比
較
文
化
的
分
析
が
基
層
に
あ
る
と
穿
た
れ
る
が
、
畏
敬
の
両
面

を
見
事
に
道
破
し
て
い
る
。「
畏
」
の
意
味
性
格
が
い
わ
ば
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
と
を
習
合
さ
せ
る
両
義
的
意
味
性
格
を
語
る
定

義
例
と
指
摘
し
た
い
。

五　
「
畏
敬
の
念
」
設
定
否
定
論
に
つ
い
て

　

畏
敬
の
念
を
論
じ
る
際
に
雷
に
対
す
る
恐
怖
、
畏
怖
の
念
が
論
わ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
恐
怖
感
（
対
象
の
正
体
は
分
か
っ
た
が

対
処
方
法
が
不
明
ゆ
え
の
適
応
不
能
）
或
い
は
、不
安
感
（
対
象
の
正
体
が
不
明
で
処
置
以
前
の
適
応
不
能
）
を
抱
い
て
種
々
に
適
応
・

順
応
、
或
い
は
反
応
し
て
き
た
洋
の
古
今
東
西
の
人
々
の
日
常
生
活
上
の
宗
教
・
宗
教
的
経
験
、
宗
教
教
育
の
実
態
調
査
を
お
こ
な
っ

た
調
査
の
労
作
で
知
ら
れ
る
菅
原
伸
郎
の
論
考
か
ら
、
筆
者
（
小
山
）
が
気
に
な
る
箇
所
を
摘
記
し
、
論
Ａ
～
論
Ｄ
と
し
て
俎
上
に
掲

げ
た
。
綿
密
な
菅
原
氏
の
姿
勢
を
知
る
ゆ
え
に
筆
者
に
は
、
摘
記
の
限
界
へ
の
恐
怖
と
不
安
は
あ
り
、
批
判
は
敢
え
て
承
知
で
あ
る
。

　

１　
（
論
Ａ
）「「
畏
怖
の
念
」
は
科
学
が
未
発
達
な
時
代
の
宗
教
観（
９
）」
考

　

�（
論
Ａ
）　
「
畏
怖
の
念
」
と
い
う
の
は
、
科
学
が
未
発
達
な
時
代
の
宗
教
観
で
は
な
い
か
。
雷
と
か
伝
染
病
と
か
日
蝕
と
か
を　

お

そ
れ
お
の
の
い
て
、
そ
こ
に
神
を
見
た
の
だ
。
あ
え
て
い
え
ば
呪
術
と
か
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
世
界
で
は
な
い
か
と
思
う
。
よ
く
よ

く
考
え
て
み
る
と
、
自
然
へ
の
驚
き
と
か
、
私
が
こ
こ
に
な
ぜ
在
る
の
か
と
い
う
実
存
的
な
問
い
は
、
そ
も
そ
も
が
畏
怖
と
は
関
係

七
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な
い
は
ず
だ（

（1
（

。

　

右
記
引
用
は
「
畏
怖
の
念
」
は
「
科
学
が
未
発
達
な
時
代
の
宗
教
観
」
と
み
る
。
実
存
的
な
問
い
畏
怖
と
は
関
係
な
い
は
ず
だ
と
の

見
解
は
筆
者
と
は
乖
離
が
大
き
す
ぎ
る
。
け
だ
し
「
未
発
達
」
の
段
階
は
否
定
的
に
見
な
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
上
か

ら
目
線
で
見
な
す
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
経
て
次
へ
と
発
達
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
雷
に
対
し
、
素
朴
な
が
ら
そ
の
得

体
は
「
何
だ
」
と
思
惟
し
て
も
、
か
ら
く
り
・
正
体
の
理
解
が
及
ば
な
い
場
合
に
は
、
得
体
が
知
れ
な
く
心
理
的
に
は
不
安
に
陥
る
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
「
は
じ
め
に
ロ
ゴ
ス
あ
り
き
」
の
性
を
も
つ
人
間
は
、
そ
の
得
体
不
明
事
態
の
「
或
何
だ
か
」「
何
事
」
と
で
も

言
語
化
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
そ
う
し
て
お
い
て
、
そ
の
不
安
或
い
は
恐
怖
を
動
機
と
し
て
、
正
体
の
解
明
に
あ
れ
こ
れ
と
向
か
う
。

或
る
過
程
で
、
い
ま
だ
に
、
対
処
・
処
置
不
能
な
ら
雷
は
「
恐
怖
」
の
対
象
と
な
ろ
う
。
そ
こ
に
は
「
畏
怖
の
念
」
が
生
じ
よ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
「
何
と
か
解
明
を
」
指
向
し
よ
う
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
登
場
し
て
解
明
し
、
避
雷
針
設
置
対
策
が
発
明
さ

れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
不
安
・
恐
怖
の
脳
の
生
理
過
程
は
、
脳
科
学
や
基
督
教
バ
イ
ブ
ル
教
義
が
示
唆
す
る
「
確
信
と
確
認
」
の
聯

関
的
思
惟
は
自
然
科
学
の
発
達
の
過
程
を
描
写
し
て
い
る
と
の
松
本
元
（
脳
科
学
）
の
指
摘
は
真
実
語
で
あ
る
。

　

２　
（
論
Ｂ
）『
旧
約
聖
書
「
申
命
記
」』
は
「
自
然
へ
の
驚
き
イ
コ
ー
ル
神
の
信
仰
と
と
ら
え
て
は
い
け
な
い
、と
戒
め
て
い
る
。」
考

　

�（
論
Ｂ
）
畏
敬
と
は
「
敬
う
」
と
い
う
意
味
で
は
尊
敬
・
尊
重
と
「
畏
怖
」、
す
な
わ
ち
尊
い
者
を
傷
つ
け
た
り
踏
み
に
じ
っ
た
り
す

る
こ
と
を
禁
じ
る
気
持
ち
」
と
な
っ
て
い
る
。「
指
導
に
あ
た
っ
て
は
自
然
や
芸
術
作
品
な
ど
に
出
会
っ
た
と
き
の
「
感
動
や
畏
怖

の
念
、
不
思
議
を
大
切
に
し
、「
有
限
な
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
を
謙
虚
に
受
け
止
め
る
心
」
を
育
て
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

�「
畏
敬
の
念
」
を
教
え
る
と
は
、
実
際
は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
学
校
を
回
っ
て
先
生
と
話
を
し
た
り
、
副
読
本
と
か
授
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業
研
究
書
を
見
て
い
く
と
、
大
抵
は
「
畏
敬
の
念
」
と
言
っ
て
も
、
自
然
へ
の
驚
嘆
を
教
え
て
い
る
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
天
の
川

は
美
し
い
と
か
、
サ
ナ
ギ
が
蝶
に
な
る
瞬
間
を
見
て
感
動
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
話
が
多
く
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
事
な
こ
と
だ

と
思
う
。
環
境
問
題
と
か
生
命
倫
理
の
指
導
に
は
向
い
て
い
る
と
も
思
う
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
驚
き
の
感
情
か
ら
は
、
超
越
的
存

在
と
か
救
い
と
か
罪
と
か
、
慈
悲
と
い
う
、
宗
教
の
本
当
の
問
題
に
は
ま
だ
ま
だ
距
離
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
旧
約
聖
書
「
申
命

記
」
に
は
「
天
を
仰
ぎ
、
太
陽
、
月
、
星
と
い
っ
た
天
の
万
象
を
見
て
、
こ
れ
ら
に
惑
わ
さ
れ
、
ひ
れ
伏
し
仕
え
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
言
葉
も
あ
り
、
自
然
へ
の
驚
き
イ
コ
ー
ル
神
の
信
仰
と
と
ら
え
て
は
い
け
な
い
、
と
戒
め
て
い
る
は
ず
だ
。

　

�

も
ち
ろ
ん
道
徳
教
育
の
副
読
本
に
は
、
命
懸
け
の
冒
険
を
し
た
人
と
か
、
肉
親
が
病
気
に
な
っ
た
と
か
、
人
生
の
危
機
に
出
会
っ
た

主
人
公
の
祈
り
の
気
持
ち
と
か
、大
い
な
る
も
の
へ
の
関
心
と
い
う
物
語
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
ど
こ
ま
で
踏
み
込
む
か
、

先
生
た
ち
も
苦
労
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

以
上
に
見
え
る
よ
う
に
、
菅
原
は
曰
く
、「
サ
ナ
ギ
が
蝶
に
な
る
瞬
間
を
見
て
感
動
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
話
が
多
く
載
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。
環
境
問
題
と
か
生
命
倫
理
の
指
導
に
は
向
い
て
い
る
と
も
思
う
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
驚
き
の
感
情

か
ら
は
、
超
越
的
存
在
と
か
救
い
と
か
罪
と
か
、
慈
悲
と
い
う
、
宗
教
の
本
当
の
問
題
に
は
ま
だ
ま
だ
距
離
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。」

と
菅
原
は
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
講
師
と
し
て
現
場
で
関
わ
っ
た
幼
児
教
育
研
究
者
や
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
の
子
供
観
に

つ
い
て
共
通
し
て
い
る
の
は
、
ピ
ア
ジ
ェ
が
指
摘
す
る
幼
児
の
思
考
に
見
え
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
思
惟
・
直
観
に
よ
る
洞
察
の
奥
行
・
深

さ
に
身
震
い
が
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
筆
者
も
同
様
の
体
験
4

4

と
経
験
4

4

と
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
の
菅
原
の
論
Ｂ
は
マ
イ
ナ
ス
的
評
価
的
で
あ
る
。
サ
ナ
ギ
が
変
態
し
て
羽
化
し
蝶
に
な
る
変
態
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
着

目
し
て
、
生
命
の
原
型
に
せ
ま
る
学
習
動
機
付
け
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
筆
者
は
思
う
。
進
化
論
の
論
議
も
不
可
避
で
あ
ろ
う
。
ゴ
キ
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ブ
リ
は
ゴ
キ
ブ
リ
な
り
に
進
化
し
て
今
の
姿
が
ゴ
キ
ブ
リ
の
最
先
端
的
発
達
状
態
な
の
で
あ
る
。
い
つ
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
体
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
枝
分
か
れ
し
て
き
た
の
か
を
根
源
的
に
問
う
学
習
指
導
は
不
可
能
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
可
能
だ
と
思
う
。

　

生
命
倫
理
を
語
る
場
合
に
は
、
宇
宙
船
地
球
号
上
で
の
、
生
命
誕
生
し
て
か
ら
の
約
三
十
七
億
年
余
の
経
緯
を
念
頭
に
置
か
な
い
と

語
り
尽
く
せ
な
い
。
人
間
も
、
赤
白
の
二
滴
が
母
胎
内
で
受
精
し
て
、
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
し
て
、
脊
椎
動
物
の
爬
虫
類
の
形
体
の
過

程
を
経
て
、
人
の
形
に
形
成
さ
れ
て
く
る
。
人
体
形
成
し
て
産
声
を
あ
げ
肺
呼
吸
を
始
動
す
る
。
受
精
か
ら
出
生
ま
で
の
過
程
は
、
子

宮
内
で
、
生
命
発
生
か
ら
の
三
十
七
億
年
余
の
発
生
の
過
程
を
経
過
し
て
、
産
声
を
あ
げ
る
に
至
る
事
態
に
傾
注
が
要
る
。

　

さ
ら
に
菅
原
は
、
宗
教
に
お
け
る
最
重
要
な
疑
問
態（

（1
（

・
指
示
詞
「
何
・
恁
麼
・
什
麼
・（w

hat

）」・「
何
事
・
恁
麼
事
・（w

hatness

）」

に
通
底
す
る
西
行
の
「
何
事
の
お
は
し
ま
す
か
は　

知
ら
ね
ど
も
、
か
た
じ
け
な
さ
に
涙
こ
ぼ
る
る
」
を
引
き
な
が
ら
次
の
論
Ｃ
を
述

べ
る
。

　

３　
（
論
Ｃ
）「
何
事
の
お
は
し
ま
す
か
は　

知
ら
ね
ど
も
、
か
た
じ
け
な
さ
に
涙
こ
ぼ
る
る
」（
西
行
の
歌
）

　
「
何
事
も
お
わ
し
ま
さ
ぬ
と
知
り
な
が
ら　

世
の
人
並
み
に
ぬ
か
ず
き
に
け
り
」（
仲
吉
朝
助
の
歌
、
本
歌
取
）
考

　

�　

仏
と
神
の
区
別
が
つ
か
な
い
先
生
も
多
い
の
が
現
状
だ
か
ら
。
西
行
法
師
が
伊
勢
神
宮（

（1
（

に
行
っ
た
時
、「
何
事
の
お
は
し
ま
す
か

は
知
ら
ね
ど
も
、
か
た
じ
け
な
さ
に
涙
こ
ぼ
る
る
」
と
い
う
有
名
な
歌
を
詠
ん
だ
が
、
何
だ
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
学
校

で
は
教
え
ら
れ
な
い
。
現
実
に
学
校
の
先
生
た
ち
は
ど
う
や
っ
て
い
る
か
。

　

�　
「
何
事
も
お
は
し
ま
さ
ぬ
と
知
り
な
が
ら
世
の
人
並
み
に
ぬ
か
づ
け
り
け
り
」
と
い
う
戯
れ
歌
が
あ
る
そ
う
だ
が
そ
ん
な
気
持
ち

で
は
な
い
か
。（
略
）
学
習
指
導
要
領
で
言
っ
て
い
る
「
畏
敬
の
念
」
と
は
何
か
。
大
拙
さ
ん
に
言
わ
せ
れ
ば
、そ
れ
は
「
不
安
の
心
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。「
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
」
に
し
て
も
「
力
及
ば
ず
の
と
こ
ろ
」
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
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そ
う
で
あ
れ
ば
、
不
思
議
な
も
の
を
無
批
判
に
畏
怖
す
る
こ
と
を
学
校
で
教
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
畏
敬
の
念
」
の
指
導
は
、

呪
術
の
世
界
に
通
ず
る
要
素
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
え
て
言
え
ば
、
カ
ル
ト
や
迷
信
に
対
す
る
批
判
力
を
削
ぐ
こ
と
に
な
ら
な

い
か
と
心
配
し
て
い
る（

（1
（

。

　

伊
勢
神
宮
で
は
な
く
正
式
名
称
は
神
宮
で
あ
り
、
強
い
て
言
え
ば
伊
勢
の
神
宮
で
あ
る
。
巷
間
、
用
語
「
伊
勢
神
宮
参
り
」
よ
り
も

用
語
「
お
伊
勢
参
り
」
が
汎
用
さ
れ
て
い
る
。「
伊
勢
に
鎮
座
す
る
神
宮
」
が
巷
間
の
宗
教
地
理
認
識
で
あ
り
、
伊
勢
と
い
え
ば
神
宮

と
同
義
語
化
し
て
い
る
。
伊
勢
と
い
え
ば
神
宮
と
い
う
捕
捉
か
ら
熟
し
て
用
語
「
伊
勢
神
宮
」
が
馴
致
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
考
え
る

脳
の
生
理
過
程
か
ら
、
出
雲
と
い
え
ば
大
社
と
い
う
捕
捉
が
熟
し
て
い
る
の
で
用
語
「
出
雲
大
社
」
が
馴
致
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
そ

れ
ぞ
れ
の
神
宮
史
原
初
と
大
社
史
原
初
を
め
ぐ
る
唯
名
的
定
義
問
題
は
本
稿
の
主
た
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
の
で
他
の
機
会
に
譲
る
。
論

Ｃ
の
言
説
は
根
深
い
広
範
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。

　
「
何
だ
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
学
校
で
は
教
え
ら
れ
な
い
」
と
の
否
定
的
批
判
に
は
一
理
あ
る
と
思
う
が
、
で
も
筆
者
は

首
肯
し
が
た
い
。「
何
」は
宗
教
の
言
葉
の
疑
問
態「
何
」の
宗
教
哲
学
的
考
察
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
根
深
い
詠
歌
で
あ
る
。
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（W

illiam
 Jam

es

）
が
提
起
す
る
「
用
語w

hat 

」
や
「
用
語w

hatness

」
が
あ
る
。
ま
た
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー

イ
（John D

ew
ey

）
が
提
起
す
る
「
用
語religion

」・「
用
語the religious

」
の
論
議
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
看
過
で
き
な
い
の
は
「
戯

れ
歌
が
あ
る
そ
う
だ
が
」
と
い
っ
て
「
何
事
も
お
は
し
ま
さ
ぬ
と
知
り
な
が
ら
世
の
人
並
み
に
ぬ
か
づ
け
り
け
り
」
と
引
用
し
て
い
る
。

こ
の
歌
は
、
大
城
立
裕
氏
が
伊
勢
の
神
宮
の
参
詣
の
仕
方
に
つ
い
て
、
仲
吉
朝
助
の
こ
の
歌
を
引
用
し
比
較
さ
せ
て
「
伊
勢
の
神
宮
に

し
て
も
二
つ
の
対
照
的
な
詣
で
方
が
あ
る
…
…
」（
琉
球
新
聞
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
四
月
十
四
日
〔
木
〕）
と
し
て
、
西
行

の
歌
と
仲
吉
朝
助
の
歌
と
を
対
照
さ
せ
て
紹
介
し
た
歌
で
あ
る
。「
何
事
」
の
根
源
的
な
解
釈
の
も
と
に
、
沖
縄
有
縁
の
方
か
ら
す
る

七
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意
味
深
長
に
し
て
根
源
的
で
し
か
も
逆
説
的
に
「
何
」
か
ら
「
何
事
」
へ
の
認
知
の
原
初
を
問
う
歌
と
解
し
得
よ
う
。
単
な
る
「
戯
れ

歌
」
と
解
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
厳
し
い
真
摯
な
「
本
歌
取
」
を
擬
し
た
レ
ト
リ
ッ
ク
だ
と
筆
者
は
理
会
す
る
。
想
起
す
る
の
は
、
禅

宗
の
周
知
の
「
是
れ
什
麼
物
か
恁
麼
に
来
る
」
を
想
起
す
る
が
詳
細
は
他
の
機
会
に
譲
る（

（1
（

。

　

４　
（
論
Ｄ
）「
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
拝
ん
で
き
た
」
考

　

�　

そ
こ
に
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
、
ど
な
た
が
お
ら
れ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
が
、
と
も
か
く
、
あ
り
が
た
さ
と
、
恐
れ
か
し
こ
む

気
持
ち
で
一
杯
に
な
っ
て
、
涙
が
こ
ぼ
れ
て
し
よ
う
が
な
い
と
、
歌
っ
た
の
で
す
。
仏
教
の
お
坊
さ
ん
が
、
神
道
の
神
社
に
来
て
、

こ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、「
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
神
」に
対
す
る
崇
敬
の
気
持
ち
で
し
た
。

日
本
人
は
昔
か
ら
、「
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
神
」
を
拝
ん
で
き
ま
し
た
。
神
様
を
拝
ん
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
「
神
」
が
ど
う
い

う
お
方
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
拝
ん
で
き
た
の
で
す（

（1
（

。

　

こ
の
論
Ｄ
に
対
し
て
の
解
釈
は
十
分
な
注
意
が
要
り
、
皮
相
的
な
解
釈
は
禁
欲
す
べ
き
と
自
戒
は
す
る
。
し
か
し
、
仏
者
が
神
社
で

涙
し
た
事
実
を
、
菅
原
は
捕
捉
し
て
い
る
の
だ
が
、
神
仏
習
合
の
根
源
的
生
成
・
機
微
を
看
取
す
る
論
い
は
不
可
能
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
こ
の
指
摘
は
非
常
に
深
刻
なsubject-m

atter

（
主
体
に
と
っ
て
の
っ
ぴ
き
な
ら
ぬ
事
柄
）
で
あ
る
。
教
育
哲
学
上
、
ス
ペ

ル
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
は
、interest, som

ething betw
een child and m

atter, som
ething there

と
い
う
意
味
を
も
ち
、
或
る
対
象

へ
の
関
心
の
脈
絡
化
を
意
味
し
、
根
柢
は
深
く
刻
ま
れ
聯
関
し
て
い
る
。
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
主
体subject

に
と
っ
て
或
る
事

柄m
atter

が
親し
ん

に
切
迫
し
て
き
た
状
況
で
あ
る
。「
分
か
ら
な
い
と
自
覚
し
て
い
る
」
自
分
を
自
覚
し
て
い
る
自
分
な
ら
、
メ
タ
思
考

が
は
た
ら
い
て
い
る
か
ら
、
発
達developm

ent

が
担
保
さ
れ
る
。
し
か
し
、
論
者
は
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。
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�　

日
本
の
公
立
学
校
で
の
道
徳
教
育
を
見
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
限
界
が
あ
る
と
思
っ
た
。
そ
れ
ら
を
二
十
一
世
紀
は
ど
う
乗
り
越
え
て

い
く
か
。
あ
え
て
言
え
ば
、
宗
教
に
あ
る
迷
信
的
な
部
分
、
と
言
え
ば
、
お
叱
り
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
い
う
要
素
を

排
除
し
た
「
根
源
的
な
部
分
」
を
ま
ず
大
事
に
教
え
る
こ
と
だ
。
あ
え
て
言
え
ば
「
根
源
的
な
目
覚
め
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
を
目
指
し
て
、「
宗
教
的
情
操
教
育
」
と
い
う
よ
り
は
「
根
源
的
情
操
教
育
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん

な
こ
と
を
提
案
し
て
、
一
回
目
の
話
を
終
わ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

菅
原
の
論
Ｄ
は
、
宗
教
の
定
義
論
か
ら
の
根
源
的
論
議
の
余
地
が
少
な
し
と
し
な
い
論
で
あ
る
が
、「
根
源
的
な
目
覚
め
」
は
根
源

的
な
「
疑
問
態
」「
何
」「
問
」
と
表
裏
で
は
な
か
ろ
う
か
。
端
的
に
敷
衍
す
れ
ば
、「
問
」
の
中
に
「
回
答
」・「
解
答
」
が
潜
在
し
て

い
る
と
い
わ
れ
る
。
意
味
深
長
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
は
、
う
え
に
み
た
、
論
Ａ
か
ら
論
Ｄ
は
、
根
源
的
疑
問
態
の
生
成
そ

の
も
の
の
問
題
に
根
ざ
す
哲
学
問
題
を
、
内
容
面
か
ら
、
方
法
面
か
ら
も
な
さ
れ
た
、
問
題
提
起
で
は
あ
る
と
筆
者
は
受
け
と
め
る
。

だ
が
筆
者
は
決
し
て
「
戯
れ
歌
」
な
ど
と
捕
捉
す
る
の
で
は
な
く
、真
摯
に
歌
の
本
来
の
意
味
で
の
心し
ん

地ち

に
思
い
を
遣
り
そ
こ
か
ら
「
根

源
的
情
操
教
育
」の
成
立
基
盤
を
考
え
る
と
い
う
論
・
提
案
な
ら
ば
、筆
者
は
論
Ｄ
に
首
肯
す
る
。筆
者
は
既
に
昭
和
四
十
四（
一
九
六
九
）

年
以
来
久
し
く
考
察
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
肯
定
的
に
批
判
し
後
の
論
の
展
開
を
注
目
し
た
い
。

六　

科
学
的
思
考
と
宗
教
的
思
考
と
の
聯
関
性
・
根
源
性

　

１　
「
信
仰
」（
新
約
聖
書
の
定
義
）
に
お
け
る
「
確
信
」・「
確
認
」
の
自
然
科
学
的
思
惟
構
造
展
開
か
ら
の
検
討
（
再
考
）

　

論
Ｂ
で
、『
旧
約
聖
書
「
申
命
記
」』
は
「
自
然
へ
の
驚
き
イ
コ
ー
ル
神
の
信
仰
と
と
ら
え
て
は
い
け
な
い
、と
戒
め
て
い
る
は
ず
だ
。」
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と
の
菅
原
の
言
説
を
み
て
き
た
が
、
人
間
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
対
応
し
て
い
く
人
間
の
脳
の
働
き
に
つ
い
て
、
松
本
元
（
脳
科
学

者
）
は
、「
科
学
と
宗
教
―
―
脳
か
ら
み
た
宗
教
―
―
」
と
提
題
し
て
新
約
聖
書
に
注
目
し
、科
学
的
思
考
と
宗
教
的
思
考
と
の
連
関
性
・

根
源
性
の
語
り
と
し
て
「
確
信
」
と
「
確
認
」
と
を
論
う
次
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　

�

信
仰
と
は
望
ん
で
い
る
事
柄
を
確
信
し
、
未
だ
見
て
い
な
い
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。　

“Now
 faith is assurance of 

things hoped for, a conviction of things not seen.

”（『
新
約
聖
書
「
ヘ
ブ
ル
人
へ
の
手
紙
第
十
一
章
第
一
節
」』）

　

�「
脳
は
確
信
す
る
こ
と
で
フ
ル
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
、
こ
の
結
果
脳
は
す
ば
ら
し
く
活
動
し
・
発
展
す
る
。」。
自
然
科
学
の
発
展
の
紆

余
曲
折
・
試
行
錯
誤
の
歩
み
を
描
写
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

松
本
に
よ
れ
ば
、assurance

（
確
信
）
は
仮
説
を
醸
成
し
、 conviction 

（
確
認
）
は
検
証
を
醸
成
す
る（

（1
（

。

　
「
確
信
」
に
は
発
達
の
多
様
な
過
程
が
あ
る
。
必
然
、
発
達
の
過
程
に
応
じ
た
多
様
な
「
確
認
」
が
あ
る
。
そ
の
都
度
都
度
の
過
程

に
対
し
て
、「
未
発
達
」
だ
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
こ
れ
を
誰
が
認
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

２　
「
稲
妻
」
の
唯
名
的
定
義
の
生
成
基
盤
を
出
雲
の
高
校
生
が
解
明
（
平
成
二
十
八
～
二
十
九
年
）

　
　
　
　

―
―
稲
と
妻
と
の
関
係
を
検
証
―
―
怖
い
が
有
り
難
い
・
お
そ
れ
と
う
や
ま
い
と
の
同
居
・
葛
藤
的

　

昔
か
ら
巷
間
「
雷
の
多
い
年
は
豊
作
に
な
る
」
と
の
伝
承
が
あ
り
、
か
つ
て
宮
沢
賢
治
が
岩
手
県
立
花
巻
農
学
校
教
員
時
代
に
「
カ

ミ
ナ
リ
と
農
作
物
の
出
来
具
合
に
つ
い
て
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
」
と
洞
察
し
、
雷
と
作
物
の
出
来
と
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

た
。
宮
沢
賢
治
の
研
究
の
こ
と
を
知
っ
た
平
成
の
世
の
出
雲
の
高
校
生
（
池
田
圭
佑
君
（
平
成
二
十
八
年
度
現
在
十
八
歳
）、
松
江
市

の
開
星
高
校
在
学
中
）
が
、
そ
れ
を
確
か
め
て
み
よ
う
と
思
っ
て
実
験
を
し
た
。
カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
と
放
電
装
置
を
使
用
し
て
取
り

七
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組
み
、「
雷
を
受
け
る
と
植
物
は
成
長
す
る
」
と
の
実
験
結
果
を
得
た
。
学
校
に
あ
る
実
験
用
の
放
電
装
置
を
使
用
し
、
落
雷
と
同
様

の
状
態
を
作
り
だ
し
、
カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
の
成
長
の
様
子
を
調
べ
た
。
種
子
に
五
十
秒
間
放
電
し
て
か
ら
育
て
た
種
子
は
、
放
電
し

な
か
っ
た
種
子
に
比
べ
て
成
長
が
約
二
倍
も
は
や
く
な
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
さ
ら
に
は
育
て
る
た
め
の
水
道
水
に
も
、
放
電
さ
せ
た

水
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
芽
の
伸
び
が
二
倍
に
な
る
と
い
う
結
果
を
得
た
と
い
う
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
の
か
を
、
放
電
し

た
水
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
通
常
の
水
に
比
べ
て
「
窒
素
」
の
量
が
一
五
〇
％
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
窒
素
は
肥
料
の
三

要
素
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
研
究
成
果
は
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
、
専
門
家
か
ら
も
評
価
を
受
け
た（

（1
（

。
古
来
巷
間
馴
致
の
「
稲
妻
」
と
い
う
言
葉
の
由
来
を
科

学
的
に
証
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
、
プ
ラ
ズ
マ
・
核
融
合
学
会
が
主
催
す
る
平
成
二
十
八
年
度
の
第
十
四
回
高
校
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
科
学
と
プ
ラ
ズ
マ
」

に
応
募
し
、
平
成
二
十
九
年
八
月
に
九
州
大
学
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
成
果
を
発
表
し
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。
産
経
新
聞
社

に
対
し
、
京
都
大
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
の
岸
本
泰
明
教
授
は
「
種
に
直
接
放
電
す
る
こ
と
で
成
長
が
促
進
さ
れ
る
原
因
は

不
明
と
し
な
が
ら
も
、『
放
電
に
よ
っ
て
空
気
中
の
窒
素
が
水
に
溶
け
込
み
、
カ
イ
ワ
レ
大
根
の
成
長
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
を
実
験
で

突
き
止
め
た
点
は
素
晴
ら
し
い
』」
と
い
う
。

　

古
く
か
ら
の
農
耕
従
事
者
間
で
の
伝
承
の
「
な
ぜ
雷
の
多
い
年
は
豊
作
に
な
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
に
対
し
、「
窒
素
の
増
加
に
よ

り
豊
作
と
な
る
」
と
い
わ
れ
、
稲
作
と
稻
妻
・
雷
と
密
接
な
関
係
性
が
解
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
国
土
で
雷
の
多
い
栃
木
県
や

埼
玉
県
に
は
随
所
に
雷
神
社
が
散
見
さ
れ
る
。
雷
は
恐
怖
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
結
果
、
稲
な
ど
の
農
作
物
の
出
来
が
よ
い
現
象
が
あ
る

の
で
、
畏
く
も
有
難
く
も
あ
る
。
桑
原
・
く
わ
ば
ら
と
避
雷
呪
文
を
唱
え
つ
つ
も
、
反
面
、
稻
・
米
の
増
収
を
も
た
ら
す
雷
は
有
り
難

く
も
あ
り
、
雷
へ
の
適
応
の
心
理
状
態
は
正
に
、
葛
藤
状
態
で
、
巷
間
の
語
り
の
「
河
豚
は
食
い
た
し
命
は
惜
し
し
」
や
「
河
豚
食
う
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無
分
別
、
河
豚
食
わ
ぬ
無
分
別
」
を
も
彷
彿
と
さ
せ
ら
れ
る
。

ま
と
め

　

こ
の
よ
う
に
「
或
る
何
か
・
何
事
か
」
が
あ
る
は
ず
だ
と
確
信
（assurance

）
し
、
そ
れ
を
確
認
（conviction

）
し
て
い
こ
う
と

す
る
脳
の
生
理
過
程
は
、「
本
質
的
に
は
、
目
的
を
達
す
る
た
め
の
中
途
的
な
手
段
と
し
て
自
身
を
規
定
し
て
は
い
な
い
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い（

（1
（

」
の
で
あ
る
か
ら
、
未
発
達
・
発
達
の
評
価
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
こ
と
が
教
訓
と
し
て
あ
る
。
未
知
事
項
が
ひ
ょ
っ
こ

り
出
現
す
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
か
ら
。
も
ち
ろ
ん
呪
術
の
議
論
が
あ
る
こ
と
は
周
知
事
で
あ
る
。
呪
術
に
つ
い
て『
広
辞
苑
』（
第

六
版
）
は
「【
呪
術
】：（m

agic
）
超
自
然
的
存
在
や
神
秘
的
な
力
に
働
き
か
け
て
種
々
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
意
図
的
な
行
為
。

あ
ら
ゆ
る
社
会
に
見
ら
れ
る
。
善
意
の
意
図
に
よ
る
白
呪
術
（w

hite m
agic

）
と
邪
悪
な
意
図
に
よ
る
黒
呪
術
（black m

agic

）
と

に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
専
門
の
職
能
者
に
限
ら
れ
る
呪
術
か
ら
、呪
術
と
は
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
な
い
行
為
ま
で
多
様
で
あ
る
。「
―

師
」
→
邪
術
→
妖
術
」
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
事
で
あ
る
。

　

以
上
み
た
と
お
り
、「
畏
敬
の
念
」
は
、
プ
ラ
ス
的
評
価
面
と
マ
イ
ナ
ス
的
評
価
面
と
の
両
義
的
意
味
性
格
の
あ
る
こ
と
に
一
顧
が

要
る
と
思
う
。「
雷
・
電
・
稻
妻
」
が
人
間
の
心
地
に
も
た
ら
す
恐
怖
・
不
安
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
畏お
そ
れの
側
面
が
あ
る
。
他
面
「
雷
・
電
・

稻
妻
」
が
大
地
に
も
た
ら
す
・
増
収
・
豊
作
と
い
う
プ
ラ
ス
の
恵
み
の
側
面
が
あ
る
。
人
々
は
「
心
の
大
地
」
に
、「
お
そ
れ
」
を
生

成
し
つ
つ
、
同
時
に
、
同
じ
「
心
の
大
地
」
に
「
う
や
ま
い
・
お
が
む
」
情
理
を
生
成
す
る
。
同
居
す
る
「
お
そ
れ
」
と
「
う
や
ま
い
」

と
を
止
揚
す
る
「
大
き
な
心
の
大
地
」
の
装
置
に
よ
っ
て
習
合
的
な
用
語
「
畏
敬
」
が
醸
成
さ
れ
る
事
態
だ
と
の
穿
ち
を
筆
者
は
禁
じ

得
な
い
。
農
耕
空
間
の
村
落
共
同
体
の
杜も
り

に
鎮
座
す
る
雷
神
社
・
雷
電
神
社
等
が
建
立
さ
れ
る
由
縁
は
、
避
雷
祈
願
と
豊
作
祈
願
と
の

両
義
性
を
帯
び
て
い
る
「
聖
な
る
も
の
」
と
看
取
さ
れ
ま
い
か
。
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一



　

松
本
元
の
論
に
し
た
が
え
ば
、
脳
の
生
理
過
程
は
、
雷
に
何
か
の
作
用
を
、
外
側
4

4

か
ら
観4

て
、
そ
の
見
え
ざ
る
内
面
4

4

を
推
察4

し
、
実

念
的
に
稲
の
豊
作
を
も
た
ら
す
作
用
を
推
察4

し
よ
う
と
「
何
か
？
」
と
問
を
発
し
、
当
初
、
因
果
関
係
が
説
明
で
き
な
い
が
、
と
に
か

く
、「
何
だ
か
」「
何
事
か
」
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
「
確
信
」
し
、
い
ろ
い
ろ
あ
れ
こ
れ
「
念
・
お
も
い
」
を
巡
ら
し
て
、
あ
れ
か
こ

れ
か
、
そ
う
か
、
こ
う
か
と
「
確
認
」
を
繰
り
返
す
。
過
程
的
で
あ
れ
結
果
的
に
、「
い
な
‐
ず
ま
【
稲
妻
・
電
】
ヅ
マ
、「
稲
の
夫
つ

ま
」
の
意
。
稲
の
結
実
の
時
期
に
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
稲
が
実
る
と
さ
れ
た
」
の
だ
が
、
そ
の
唯
名
的
定
義
の
成
立
基

盤
が
解
明
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

畏
れ
・
怖
れ
・
恐
れ
の
対
象
へ
の
関
心interest

か
ら
、
稻
、
稲
作
、
稻
妻
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
さ
れ
、
自
ず
と
、
そ
の
本
質
が
テ

ク
ス
ト
化
さ
れ
、「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
へ
の
教
材
化
・subject-m

atter

化
の
走
路
と
な
る
。

　

実
念
的
に
観
察
4

4

し
て
事
柄
を
言
語
化
し
造
語
さ
れ
た
「
稲
妻
」
は
、「
お
そ
れ
と
う
や
ま
い
と
の
交
錯
し
た
情
理
4

4

」
が
造
語
し
た
も

の
と
い
え
ま
い
か
。
端
的
に
言
え
ば
、「
稲
妻
」
は
、
プ
ラ
ス
評
価
面
と
マ
イ
ナ
ス
評
価
面
と
が
習
合
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

畏
敬
の
念
は
プ
ラ
ス
評
価
と
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
の
両
側
面
・
両
義
的
意
味
性
格
を
も
つ
根
源
的
思
惟
情
理
に
根
差
す
と
い
え
ま
い
か
。

「
特
別
の
教
科　

道
徳
」は
教
科
と
し
て
の
知
識
体
系
を
帯
び
る
の
で
、他
教
科
と
接
続
し
得
る
。
同
時
に
宗
教
的
情
操
と
も
融
合
す
る
。

東
京
都
台
東
区
浅
草
寺
の
風
雷
神
門
（
雷
門
）
が
あ
り
、
風
神
・
雷
神
の
像
を
祀
る
。
門
に
向
か
っ
て
、
右
側
に
風
神
、
左
側
に
雷
神

が
み
え
る
。
東
京
浅
草
寺
の
修
学
旅
行
の
際
に
も
、
総
合
学
習
的
に
「
雷
」
を
理
科
的
に
取
り
扱
い
、
菓
子
「
雷
お
こ
し
」
で
五
穀
豊

穣
の
農
作
物
へ
の
興
味
付
け
を
し
、
社
会
科
五
年
生
の
産
業
・
農
業
学
習
の
「
稲
作
・
米
つ
く
り
」
で
粟
・
粟
飯
を
考
え
さ
せ
、
古
都

京
都
の
深
草
へ
と
地
理
的
俯
瞰
を
さ
せ
る（

（2
（

。「
考
え
る
道
徳
」、「
議
論
す
る
道
徳
」
と
併
行
し
て
、「
考
え
る
農
業
」「
議
論
す
る
農
業
」、

全
世
界
の
火
山
噴
火
に
連
な
る
浅
間
山
噴
火
降
灰
に
よ
る
東
北
方
面
の
「
天
明
の
飢
饉
問
題
」・「
雨
に
も
負
け
ず
、
風
に
も
負
け
な
い
」

農
作
物
育
成
・
農
業
経
済
の
原
風
景
下
、
史
上
の
国
保
の
源
流
の
定
礼
の
さ
ら
な
る
背
景
と
な
る
産
子
養
育
に
も
聯
関
す
る
稲
作
・
稻

八
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妻
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
が
可
能
と
な
る（

（2
（

。

註（１�
）
道
徳
科
と
略
称
す
る
が
、
こ
れ
は
決
し
て
免
許
教
科
「
教
科　

道
徳
」
で
は
な
い
。
決
し
て
、
教
育
職
員
免
許
法
、
同
法
施
行
令
、
同
法
施
行

規
則
等
に
定
め
る
免
許
教
科
群
に
位
置
づ
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
相
応
の
留
意
が
要
る
。
巷
間
、
マ
ス
コ
ミ
等
の
醸
成
す
る
一
般
的
通
念
に

陥
ら
ぬ
よ
う
に
特
段
の
注
意
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
次
の
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
は
、従
来
の
「
道
徳
教
育
」
と
、語
弊
を
恐
れ
ず
い
え
ば
「
免

許
教
科　

道
徳
」
と
の
中
間
に
、
位
置
づ
く
と
筆
者
は
考
え
る
。「
免
許
教
科　

道
徳
」
な
ら
ば
、
そ
の
「
道
徳
」
の
教
育
職
員
免
許
が
要
る
。

用
語
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
と
用
語
「
教
科　

道
徳
」
と
は
教
授
概
念
上
明
ら
か
に
異
な
る
と
筆
者
は
解
す
る
。
略
称
に
引
き
ず
ら
れ
て
安

易
な
教
科
解
釈
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
特
化
さ
れ
た
免
許
状
が
な
い
こ
と
の
ゆ
え
に
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
な
の
で
あ
る
。

（
２�

）J. D
ew

y, T
he school and Society,

（
宮
原
誠
一
訳
『
学
校
と
社
会
』、
岩
波
文
庫
）、Dem

ocracy and E
ducation: an introduction to 

the philosophy of education. 
（
松
野
安
男
訳
『
民
主
主
義
と
教
育
（
上
）（
下
）』
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）

（
３�

）
Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
（
桝
田
啓
三
郎
訳
）『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』
岩
波
文
庫
上
、
一
九
六
九
年
、
九
〇
～
九
七
頁
。W

illiam
 Jam

es, T
he 

V
arieties of R

eligious E
xperience: A

 Study in H
um

an N
ature. 1902, A

 M
EN

T
O

R BO
O

K
, Published by T

H
E N

EW
 

A
M

ERICA
N

 LIBRA
RY

 O
F W

O
RLD

 LIT
ERA

T
U

RE, IN
C, 1958, pp.68-75.

（
４�

）
石
津
照
璽
『
宗
教
哲
学
の
場
面
と
根
底
』、
創
文
社
、
昭
和
四
十
四
年
。

（
５�

）
次
田
真
幸
全
訳
注
『
古
事
記
』（
上
）、
講
談
社
学
術
文
庫
二
〇
七
、二
〇
〇
四
年
、
六
〇
～
六
五
頁
。

（
６�

）
前
掲
『
古
事
記
』、
六
十
五
頁
。

（
７�

）
八
代
集
・
二
十
一
代
集
の
第
一
。
勅
撰
和
歌
集
の
始
ま
り
。
二
十
巻
。
醍
醐
天
皇
の
下
命
に
よ
り
、
紀
貫
之
・
紀
友
則
・
凡
河
内
躬
恒
・
壬
生

忠
岑
撰
。
九
〇
五
（
延
喜
五
）
年
ま
た
は
九
一
四
（
延
喜
十
四
）
年
頃
成
る
。
六
歌
仙
・
撰
者
ら
の
歌
約
千
百
首
を
収
め
、
そ
の
歌
風
は
調
和

的
で
優
美
・
繊
麗
。
真
名
序
・
仮
名
序
が
あ
る
。
当
初
、「
続
万
葉
集
」
と
い
っ
た
。『
古
今
集
』。

（
８�

）
劉
琳
著
「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」
日
本
書
紀
古
訓
形
容
詞
「
カ
シ
コ
シ
、
サ
カ
シ
」
に
関
す
る
調
査
」、
第
八
回
コ
ー
パ
ス
日
本
語
学
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
予
稿
集
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
国
立
国
語
研
究
所
。「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
コ
ー
パ
ス
（
英
：corpus

）」
と
は
国
立
国
語
研
究

所
が
開
発
し
た
も
の
で
、「
言
語
を
分
析
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
書
き
言
葉
や
話
し
言
葉
の
資
料
を
体
系
的
に
収
集
し
、
研
究
用
の
情

報
を
付
与
し
た
も
の
」
で
あ
る
。
関
連U

RL

「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」https://chunagon.ninjal.ac.jp/chj
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（
９�

）
“Reverence

” Revisited, 

菅
原
伸
郎 N

obuo Sugaw
ara 

基
督
教
研
究　

第
六
三　

巻
第
二
号
。

（
10
）
菅
原
前
掲
稿
。

（
11
）
堀　

七
蔵
（
著
）『
児
童
生
徒
の
疑
問
の
調
査
研
究
』、
福
村
書
店
、
一
九
五
九
年
、
図
参
照
。

（
12�
）「
伊
勢
神
宮
」
と
は
伊
勢
に
あ
る
神
宮
の
俗
称
で
、
正
式
名
称
は
「
神
宮
」。
同
様
に
、「
出
雲
大
社
」
と
い
う
の
も
俗
称
で
、
正
式
名
称
は
「
大

社
」。
す
べ
て
固
有
名
詞
の
取
り
扱
い
は
厳
か
で
あ
る
べ
き
で
重
要
で
あ
る
。
な
お
明
治
維
新
の
神
仏
判
然
令
に
よ
る
神
仏
分
離
等
の
宗
教
行
政

上
の
混
乱
の
坩
堝
・
紆
余
曲
折
の
経
緯
が
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
神
社
史
の
唯
名
的
定
義
を
め
ぐ
る
論
議
は
難
し
い
。『
古
事
記
』

研
究
者
の
三
浦
佑
之
は
通
説
上
の
、
出
雲
の
い
わ
ゆ
る
大オ
オ

國ク
ニ

主ヌ
シ

故
事
・
記
事
を
検
討
し
た
う
え
で
、
大オ
オ

國ク
ニ

主ヌ
シ

が
も
て
な
さ
れ
た
と
す
る
見
解
と
、

逆
に
、大オ
オ

國ク
ニ

主ヌ
シ

が
も
て
な
し
を
し
た
と
す
る
見
解
と
を
対
比
し
て
、そ
こ
に
全
く
の
逆
の
政
治
的
力
学
関
係
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
看
取
し
て
い
る
。

そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
江
戸
期
の
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
』
研
究
上
の
大オ
オ

國ク
ニ

主ヌ
シ

問
題
を
論
じ
る
が
詳
細
は
割
愛
す
る
。
神
社
史
上
に
み
る
日
本

国
の
原
風
景
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
。
論
Ｃ
の
言
説
は
根
深
い
広
範
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。

（
13�

）
“Reverence

” Revisited, 
菅
原
伸
郎 N

obuo Sugaw
ara 

基
督
教
研
究　

第
六
三　

巻
第
二
号
。

（
14�

）
拙
稿
「
何
・
不
可
思
議
・
何
事
・
畏
敬
の
念
―
―
宗
教
教
育
批
判
論
議
の
思
考
方
法
批
判
―
―
」、『
日
本
仏
教
教
育
学
研
究
』
第
七
号
、
平

成
十
一
年
三
月
三
十
一
、二
〇
〇
～
二
二
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
15�

）
拙
前
掲
稿
「
何
・
不
可
思
議
・
何
事
・
畏
敬
の
念
―
―
宗
教
教
育
批
判
論
議
の
思
考
方
法
批
判
―
―
」、
二
〇
〇
～
二
二
四
頁
。
宗
教
教
育
批

判
論
議
の
思
考
方
法
を
、
記
号
論
理
学
で
の
真
理
値
分
析
を
行
っ
た
。「「
畏
敬
の
念
」
の
教
育
は
特
定
宗
教
や
宗
教
的
世
界
観
と
結
び
つ
く
」

と
い
う
論
理
は
、
個
体
変
項
に
か
か
る
限
量
記
号
の
措
定
が
適
切
で
な
い
。
曖
昧
で
あ
る
。
筆
者
は
「
真
理
値
分
析
で
示
唆
さ
れ
る
こ
と
は
、

端
的
に
い
え
ば
、《「
畏
敬
の
念
」
の
教
育
は
特
定
宗
教
や
宗
教
的
世
界
観
と
結
び
つ
く
》
と
い
う
推
論
の
仕
方
は
、
常
に
、
真
だ
と
限
ら
な
い
。

総
じ
て
い
え
ば
、
真
偽
不
定
の
場
合
が
あ
る
か
ら
」
と
論
じ
た
。「
何
」
か
ら
「
不
可
思
議
」
か
ら
「
何
事
」
へ
と
至
る
軌
跡
を
追
体
験
的
に
考

え
る
意
味
を
考
察
し
た
。
詳
細
は
割
愛
す
る
。

（
16
）「w

eb　

宮
司
の
論
文
」。

（
17
）
松
本　

元
『
愛
は
脳
を
活
性
化
す
る
』（
岩
波
科
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
42
、
一
九
九
六
年
、
参
照
。
放
送
大
学
講
義
参
照
。

（
18
）
二
〇
一
七
年
四
月
一
日
、
産
経
新
聞
。

（
19
）
石
津
照
璽
『
宗
教
経
験
の
基
礎
的
構
造
』、
創
文
社
、
昭
和
四
十
六
年
、
一
六
四
頁
。

（
20
）
深
草
の
少
将
と
、
小
野
小
町
と
の
悲
恋
物
語
も
知
ら
れ
る
欣
浄
寺
が
あ
る
。

（
21�

）
拙
稿
「
国
保
の
源
流
「
定
礼
」
制
度
創
設
背
景
の
児
童
福
祉
「
産う
ぶ

子ご

養
育
」
管
窺
」（
駒
澤
大
学
『
仏
教
経
済
研
究
』
第
四
十
八
号
、
駒
澤
大

八
四



学
仏
教
経
済
研
究
所
、
平
成
三
十
一
年
五
月
）
を
参
照
。
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